
●

第
四
巻
　
　
紹

介

質
よ
つ
て
、
外
鰺
法
異
用
、
畷
畷
の
程
度
を
關
に
ぜ
ん
ミ
し
、
親
等
、
戸
籍

給
田
制
、
婚
姻
糟
纏
導
の
一
々
に
就
い
て
詳
細
の
論
を
試
み
、
「
親
子
醗
係
を

ゆ
心
呈
し
て
の
家
族
溜
度
し
に
於
て
は
、
上
古
の
融
話
綴
親
の
薪
究
よ
η
始

め
、
嬢
捨
筆
古
傳
設
に
つ
い
て
も
、
嚢
考
の
風
轡
の
霧
在
を
欝
し
、
寧
ろ
老

人
纒
澱
の
事
蟹
あ
り
し
を
説
け
り
。
叉
中
古
ド
於
け
る
子
の
嚢
買
、
殺
害
に

闘
脳
す
ろ
律
の
規
鍵
、
欝
…
倉
時
代
｝
に
は
地
墨
疎
治
…
が
二
舳
の
濾
細
運
上
に
甲
蹴
ハ
へ
掘
る

影
響
毒
或
は
致
仕
、
勘
贋
田
、
　
不
孝
内
義
絡
、
　
財
上
灘
…
鷺
ハ
等
の
法
規
r
を
獅
究
・
し

爾
ほ
、
職
麟
江
戸
時
代
の
家
族
輝
度
の
鑓
蓬
を
綜
撰
し
て
，
土
古
に
於
け
．
。

親
子
の
親
霧
籔
曙
吉
外
岡
法
の
獲
倣
に
よ
り
て
、
往
〃
、
，
親
の
糟
力
を
揮
制

し
，
轡
慣
法
の
装
生
ご
な
り
、
親
の
配
力
父
確
立
む
て
、
野
晒
時
代
に
於
て

は
家
長
多
調
の
誤
り
生
す
ろ
所
無
、
江
戸
時
代
に
於
て
は
家
族
制
度
の
大
成

あ
り
し
も
、
士
分
ぜ
膿
鶏
ミ
の
聞
に
は
親
チ
蹴
係
に
族
て
は
決
制
上
柑
違
の

穿
在
琶
・
し
こ
ミ
簿
を
憂
く
等
，
資
料
の
撰
羅
ご
論
貯
の
精
滋
な
る
著
者
の
濁

有
の
壇
霧
搬
ろ
感
あ
ろ
も
の
あ
り
、
共
他
の
篇
中
．
霧
制
災
総
論
」
は
B
本

属
制
の
票
統
、
律
令
柊
誠
，
釈
典
武
家
法
の
制
慮
饗
詮
，
及
び
其
讐
に
議
す

る
既
通
事
家
の
研
究
等
を
懇
切
説
述
し
一
艘
法
制
典
研
究
者
の
欝
め
好
搬
熟

れ
る
を
失
は
す
、
叉
「
五
入
組
制
度
の
想
源
－
二
，
徳
政
の
研
究
」
「
座
」
の
研

究
に
織
す
ろ
諸
軍
の
如
き
塗
れ
碧
考
が
或
ぼ
澗
賦
な
ろ
面
談
に
よ
り
．
或
は

噺
史
料
の
探
究
・
1
1
よ
り
て
細
細
の
攣
界
を
賑
ば
し
れ
う
も
の
、
已
に
定
評
の

存
す
る
所
な
q
。
饗
し
て
本
書
歳
む
ろ
所
の
、
大
小
諸
篇
は
固
よ
り
一
躍
の
系

第
二
號

一
索
躍
　
（
三
三
二
）

統
駒
叙
蓮
若
あ
ら
ざ
れ
こ
も
↓
護
れ
著
者
か
法
制
史
の
購
究
に
勇
を
姿
む
て
．

よ
り
磁
器
簸
方
傭
の
開
拓
に
難
揮
し
遡
る
一
の
記
念
碑
触
る
夢
患
に
し
め
、

迂
時
減
制
吏
に
卜
す
る
研
貌
は
其
進
歩
な
き
に
あ
ら
ず
、
中
之
れ
に
關
す
る

蒋
轡
の
出
で
ざ
る
に
め
ら
ざ
れ
こ
も
、
而
も
淡
だ
大
に
斯
撃
の
爲
め
魚
を
吐

く
に
足
ら
ざ
る
に
■
、
糊
剛
り
此
大
晦
回
り
出
杖
を
見
∵
ト
る
8
｛
津
制
・
堤
界
ハ
に
赦
鼠
…
顯
寄

蝋
ハ
す
る
は
晶
醤
ふ
を
須
ひ
す
、
梁
蹴
牽
家
の
穣
魏
六
d
り
無
二
剛
ふ
べ
・
し
。
　
（
斑
石
波
激
口
皮
嚇

慢
軒
擬
五
，
八
）
〔
西
田
）

　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
み
　
の
　
の
　
の

　
　
　
　
㈱
講
津
郷
土
遊
撃
　
一
挙
　
日
本
国
辱
地
理
學
曹
編

大
鑑
一
年
八
月
、
兵
庫
、
紳
戸
及
び
瀬
戸
内
海
を
主
題
、
・
と
れ
る
翼
期
講
演
・

禽
h
の
講
演
筆
・
認
に
「
大
…
阪
群
・
舞
蹟
湘
騨
沓
一
禽
に
於
盛
り
ろ
醗
演
鰹
・
記
㎜
二
繍
州
を
添
へ
六

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
う
　
な
　
な
　
ゆ
　
マ
ち

う
も
の
聡
擁
。
烹
代
の
武
鷹
地
引
（
喜
困
虞
吉
）
武
癒
は
封
岸
の
意
よ
郊
鵡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
あ
　
ち

づ
書
て
一
日
の
歴
吏
、
西
営
夷
憩
、
武
庫
地
力
の
古
墳
ド
雷
及
亡
、
樋
瀕
遜

遷都
ば
（
三
遍
金
五
鄭
）
新
鄭
の
位
鍛
を
考
離
し
て
研
謂
千
原
の
地
を
こ
れ
に
擬

　
　
　
　
ぬ
も

　
　
ぷ
　
お

し
・
李
暦
仁
論
（
註
善
之
助
）
彼
が
非
難
さ
ろ
・
轍
に
欝
。
ズ
幾
忍
蕉
確
し

ミ
の
事
は
事
實
忌
非
す
し
て
蜜
ろ
寛
硲
塚
り
き
難
し
．
後
白
河
法
皇
脅
幽
し

牽
d
り
亡
能
丁
度
ば
留
等
脚
凪
秘
す
べ
縁
懸
…
地
縁
幽
り
れ
ご
塾
就
一
躍
響
…
々
な
る
轄
藤
氏

の
隆
晒
臨
…
に
■
臣
∵
し
て
獄
門
怒
で
べ
斗
・
職
糊
あ
’
切
・
、
披
ほ
訟
臨
，
流
冷
蔦
慰
事
・
し
六
る
偉
八
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
や

し
て
、
武
家
蕨
治
を
開
始
ぜ
こ
事
は
断
水
喪
化
の
一
網
長
な
り
§
し
、
一
ソ

や
　
へ
　
も

谷
の
戦
（
黒
板
勝
美
賃
院
頼
．
朝
，
言
挙
、
畢
家
の
四
勢
力
の
準
均
を
野
確
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

尋
代
の
輔
撫
子
鷺
澱
噸
武
艶
事
の
入
物
論
潔
的
始
て
一
谷
為
職
を
設
き
、
湊



銘

ヤ
　
　
ヒ
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
へ

川
の
戦
（
堀
田
璋
左
膚
）
は
共
鷹
、
湊
川
し
厘
田
森
の
職
…
な
述
べ
、
禰
公
豪

も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も

揮
に
就
き
て
（
三
上
滲
次
）
は
楠
公
に
…
關
す
る
系
飼
古
文
書
に
傭
物
多
き
は

《
が
追
慕
さ
る
』
事
の
大
な
り
し
毎
示
す
も
の
に
し
て
典
後
世
よ
り
崇
拝
さ

る
」
に
歪
り
し
は
太
尊
厳
の
流
行
興
り
て
カ
あ
り
、
而
し
て
楠
公
に
甥
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も

頬
面
は
時
代
に
よ
り
て
壁
速
あ
ろ
事
な
詣
熟
し
，
瀬
戸
内
海
（
内
田
銀
藏
）

は
瀬
戸
内
灘
の
範
幽
に
農
狭
二
義
あ
る
事
な
注
満
し
て
H
本
ズ
明
と
瀬
戸
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
あ
　
　
お

海
と
の
關
…
係
を
考
嬢
し
、
兵
康
灘
の
研
究
（
三
浦
周
行
）
は
書
庫
が
甲
…
八
然
の

形
勝
に
あ
鴨
り
し
外
に
入
爲
的
瓢
眠
備
鯵
り
甲
南
の
撫
へ
ら
れ
「
～
岬
事
よ
一
り
、
　
漁
港
遮
都

は
敵
橘
郡
市
と
し
て
不
適
常
通
る
購
な
明
か
に
ぜ
し
も
，
商
業
都
市
と
し
て

の
慣
値
は
憂
へ
誠
ぜ
ず
し
て
巾
世
に
於
σ
る
交
通
上
の
要
衝
に
隔
り
、
關
税

の
敗
入
の
莫
大
な
り
し
が
、
懇
誠
交
明
吼
以
來
、
政
治
上
軍
事
上
の
原
醐
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
も
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
も

よ
り
て
黄
二
二
小
勝
港
に
譲
れ
る
ん
諭
き
，
撮
脚
防
備
契
（
藤
非
甚
読
響
）

ほ
寛
永
鎮
魍
令
は
紙
上
鎧
國
に
遇
ぎ
ざ
り
し
が
如
何
に
し
て
斌
備
餓
國
に
な

り
し
か
な
説
き
、
國
防
地
帯
は
四
火
匿
に
分
ち
て
見
る
べ
く
、
戯
鐡
海
ば
嘉

永
安
政
に
聴
手
ぜ
リ
吉
て
安
致
元
年
露
艦
雲
海
來
舶
萌
　
及
び
丈
久
雄
問
に

於
σ
る
畿
海
防
備
、
元
渚
元
年
撮
海
防
禦
脂
揮
と
へ
て
徳
川
慶
喜
の
就
任
な

　
　
　
も
　
ヘ
　
ヤ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

蓮
ぷ
。
兵
庫
開
港
（
醐
都
精
一
）
は
開
港
談
鋼
の
賛
端
に
筆
怨
趨
し
、
大
阪

江
輝
の
繭
都
及
び
騎
潟
、
兵
鷹
の
購
港
の
陽
市
延
期
横
漢
鎧
聴
瀦
判
触
訊
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
あ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ち
　
　
　
　
お
　
　
も
　
　
へ

兵
庫
開
港
の
勅
評
を
蓮
ぶ
。
外
に
附
置
と
し
て
三
島
紳
方
の
古
載
、
難
波
の

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も

京
、
及
び
幽
畠
地
労
の
古
代
（
以
よ
暑
田
貞
齊
）
あ
り
．
数
葉
の
口
総
と
挿

鑛
瞳
巻
　
　
潔

介

懸
と
を
牧
む
。
六
ノ
撮
影
地
山
力
の
地
鳥
な
き
は
欝
む
べ
し
。
出
版
五
醐
，
四
毅

ハ
仁
友
赴
雪
行
、
点
綴
二
、
八
○
）

　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
り
　
　
ゐ

　
　
　
　
爾
H
承
油
制
奥
書
爵
解
題
　
一
輪
　
　
　
池
擾
海
象
編

　
　
　
　
　
ち
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
ヤ
　
　
や
　
　
も
　
　
も
　
　
も

本
書
は
上
篇
生
益
法
令
書
誌
巾
窩
地
話
蓼
．
考
暑
下
篇
は
郡
下
畢
考
筈
に
分
ち

そ
れ
ノ
＼
滲
考
婁
U
な
賢
げ
或
ぽ
解
題
な
な
し
、
或
は
其
の
嘗
の
団
次
な
示

し
或
は
叉
鞍
金
の
項
丈
な
敬
め
て
八
百
蝕
頁
の
大
藩
な
蹴
ぜ
る
も
、
員
錐
愚

羅
ぐ
る
に
一
項
一
行
を
充
つ
る
爲
め
毎
頁
薄
白
多
く
。
側
ぜ
ば
薪
編
滋
加
．

建
武
以
欺
追
加
の
矯
縫
の
み
に
四
十
三
頁
な
費
し
ハ
う
が
如
き
他
研
記
蓮
と

蝦
比
し
て
煩
簡
爆
薄
所
な
得
ざ
る
感
な
し
と
ぜ
す
、
叉
御
成
敗
式
厩
の
項
巾

に
、
附
、
建
久
以
後
の
宣
旨
と
し
て
、
三
代
制
符
、
公
家
無
言
等
を
壊
め
六

る
が
如
・
き
も
、
我
法
制
史
研
究
の
基
底
な
な
で
公
家
法
と
武
家
法
と
な
混
岡

ぜ
ろ
も
の
に
し
て
初
秘
’
考
な
誤
ら
し
む
ろ
恐
な
し
と
ぜ
す
G
更
に
本
害
の
書

目
多
子
嬉
闘
σ
る
享
ち
此
種
の
著
書
と
し
て
最
も
大
な
ろ
簸
点
た
ろ
べ
く
、

其
他
の
点
に
つ
き
て
も
著
者
十
年
苦
心
の
成
果
な
り
と
い
ふ
に
於
て
菩
人
の

期
待
な
裏
切
る
こ
声
．
多
し
（
大
鐙
閣
優
行
。
償
四
、
五
〇
4
〔
以
上
ゆ
絃
〕

　
　
　
　
　
ゆ
　
り
　
ゆ
　
う
　
　
　
お

　
　
　
　
㈱
籍
鷹
古
老
箆
書
　
一
頭
　
　
　
　
病
葉
金
太
郡
校
訂

　
本
書
ぼ
幽
羽
扇
鍛
ヒ
郡
の
薪
庄
に
籍
す
る
唯
一
最
悪
の
史
編
に
し
て
．
而

も
鰹
蕊
極
め
て
惟
れ
な
ム
も
の
、
今
蕎
藩
主
戸
澤
子
欝
家
の
出
資
に
よ
り
、

詞
地
墨
翔
の
麟
史
専
攻
の
請
願
士
常
葉
金
X
郷
鍍
か
苦
心
の
校
訂
を
経
て
列

行
さ
れ
唐
う
も
の
な
り
。
薪
症
古
老
梵
書
は
、
塾
訂
者
の
考
建
に
み
っ
て
、

第
．
…
桝

目
六
五
　
　
（
三
㎞
二
三
）

’


